
▶町長直筆コーナー　
　『しろくまつうしん』第21号
▶特集
　「へび年生まれの将来の夢」
　「国際友好交流協定締結」
▶議会だより

今月の記事
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町の観光情報町LINE
友だち追加

20252025..11No.664No.664

講師の呉羽先生を招き、
書初め教室を開催しま
した。参加児童は、新年
の決意や目標を一字一
字集中して筆を運んで
いました。
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皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

2
0
2
5
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
記
録
的
な
暑
さ
に
見
舞

わ
れ
る
夏
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く

の
挑
戦
と
成
長
が
あ
っ
た
一
年
で
し

た
。
町
長
と
し
て
今
年
も
引
き
続
き
、

町
の
発
展
の
た
め
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

2
0
2
5
年
の
重
点
施
策

　
今
年
は
、
現
在
進
め
て
い
る
取
り

組
み
を
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ

せ
、
地
域
の
発
展
と
住
み
よ
い
町
づ

く
り
に
一
層
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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町
内
在
住
の
デ
フ
サ
ッ
カ
ー
選

手
星
河
真
一
郎
選
手
が
、
昨
年
末

に
行
わ
れ
た
「
第
10
回
ア
ジ
ア
太

平
洋
ろ
う
者
競
技
大
会
」
に
て
、

見
事
に
優
勝
し
ア
ジ
ア
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。

　

星
河
選
手
は
、
「
前
回
大
会
は

２
位
だ
っ
た
が
今
回
は
１
位
に
な

れ
た
こ
と
を
素
直
に
嬉
し
く
安
心

し
て
い
る
」
と
話
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
聞

か
れ
る
と
「
今
年
初
め
て
東
京
に

て
自
国
開
催
さ
れ
る
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
て
選
手
と
し
て
選
出
さ

れ
る
た
め
、
練
習
を
重
ね
て
い
き

た
い
」
と
の
こ
と
。

　
　

デ
フ
サ
ッ
カ
ー

　
　

星ほ
し
か
わ
し
ん
い
ち
ろ
う

河
真
一
郎
選
手
が
優
勝
報
告▲優勝を報告する星河選手

■
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
ス

ポ
ー
ツ
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
中
心
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
部
活
動

の
地
域
移
行
を
積
極
的
に
推
進
し
、

子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

成
長
し
、
地
域
の
絆
を
深
め
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

■
観
光
振
興

　
こ
の
冬
は
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
の
影

響
で
、
12
月
か
ら
冷
え
込
み
雪
も
降

り
、
良
好
な
シ
ー
ズ
ン
イ
ン
と
な
り

ま
し
た
。
海
外
か
ら
の
ス
キ
ー
フ
ァ

ン
の
方
々
も
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
駅
前
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
で
は
、
日
々
多
く
の
観
光
客

の
方
々
を
お
迎
え
し
、
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
案
内
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
湯
田
中
駅
内
に
は
「
エ

キ
ナ
カ
」
と
い
う
カ
フ
ェ
を
設
置

し
、
訪
れ
る
方
に
町
内
産
の
リ
ン
ゴ

ジ
ュ
ー
ス
や
特
産
品
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
地
獄
谷
野
猿
公
苑
の
入
口

に
も
な
っ
て
い
る
ロ
マ
ン
美
術
館
前

に
は
、
待
合
室
と
ト
イ
レ
を
整
備
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
全
体

で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
が
増
加
す
る

な
か
、
山
ノ
内
町
で
も
受
入
れ
態
勢

の
さ
ら
な
る
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

■
農
業
振
興

12
月
の
豪
雪
で
一
部
ぶ
ど
う
棚
が

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
状
況
把

握
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
1
日
も
早

い
復
旧
に
向
け
て
町
と
し
て
も
取
り

組
み
、
県
な
ど
に
も
要
望
を
あ
げ
て

い
き
ま
す
。
農
家
の
後
継
者
不
足
や

■
国
際
交
流
の
推
進

　
今
年
初
め
、
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ン

ジ
ェ
ル
ヴ
ェ
・
レ
・
バ
ン
市
と
の

国
際
交
流
都
市
提
携
を
結
び
ま
し
た
。

　
こ
の
提
携
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た

ち
同
士
の
交
流
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

分
野
で
の
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
国
際
的
な
視
野

を
持
つ
こ
と
で
、
山
ノ
内
町
の
魅
力

を
さ
ら
に
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

■
学
校
統
合

　
小
学
校
の
統
合
は
早
期
に
取
り
組

む
べ
き
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
昨
年
は
「
教
育
の
内
容
」
や

「
魅
力
の
あ
る
教
育
」
に
つ
い
て
議

論
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
そ

の
方
向
性
を
基
に
、
統
合
に
向
け
た

具
体
的
な
進
捗
を
ご
報
告
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

　
町
で
子
育
て
を
さ
れ
て
い
る
保
護

者
の
皆
さ
ん
に
、
魅
力
的
だ
と
思
っ

て
も
ら
え
る
学
校
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
と
し
て
は
放
課
後
の
充

実
も
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
都
会
で
は
学
童
ク
ラ
ブ
と
習
い
事

が
融
合
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
多
く
展
開

さ
れ
て
お
り
、
共
働
き
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
が
多
い
中
で
、
よ
り
子
育

て
し
や
す
く
、
子
ど
も
た
ち
が
学
び

や
す
く
成
長
で
き
る
環
境
を
整
え
て

い
き
ま
す
。

■
巳
年
の
象
徴
と
新
た
な
挑
戦

2
0
2
5
年
は
巳
年
で
す
。
巳
年

は
「
知
恵
」
や
「
成
長
」
を
象
徴
す

る
年
で
あ
り
、
蛇
が
脱
皮
を
繰
り
返

す
こ
と
か
ら
変
化
や
再
生
の
象
徴
で

も
あ
る
た
め
、
新
た
な
挑
戦
を
恐
れ

ず
、
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
職
員

も
、
地
域
の
皆
さ
ま
一
緒
に
知
恵
を

絞
り
、
よ
り
良
い
未
来
を
築
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
も
山
ノ
内
町
を
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
共
に
手
を

携
え
、
素
晴
ら
し
い
一
年
を
築
い
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

●
デ
フ
サ
ッ
カ
ー
と
は

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
選
手
が
プ

レ
ー
す
る
サ
ッ
カ
ー
の
こ
と
。
選

手
た
ち
は
、
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
や

手
話
で
連
携
を
図
る
。

遊
休
農
地
の
増
加
、
有
害
鳥
獣
対
策

と
い
っ
た
課
題
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
例
年
以
上
に
熊
が

里
に
降
り
て
く
る
事
例
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
電
柵
の
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
I
T
技
術
を

活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進
し
、

農
業
支
援
や
働
き
手
不
足
の
課
題
解

決
に
向
け
て
努
め
て
い
き
ま
す
。

▲西小学校の子どもたちが育てた
　りんごを湯田中駅前で販売しました

2令和７年1月 広報



令
和
７
年
４
月
に
役
場
組
織
を
一
部
見
直
し
ま
す

　
　

役
場
職
員
に
お
け
る

   

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
試
行
に
つ
い
て

本
町
で
は
、
職
員
の
働
き
方
に
つ
い
て
柔
軟

で
多
様
な
勤
務
形
態
の
選
択
肢
を
創
出
す
る
こ

と
で
、
職
員
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
高
い

意
欲
を
持
っ
て
効
率
的
に
勤
務
で
き
る
環
境
を

整
備
し
、
公
務
能
率
の
向
上
及
び
仕
事
と
家
庭

生
活
等
の
両
立
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
国
や
他
の
自
治
体
の
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
試
行
運
用
を
令

和
７
年
１
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

役
場
職
員
の
勤
務
時
間
は
１
日
７
時
間
45
分

と
定
め
て
い
ま
す
。
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
で

は
、１
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
（
38
時
間
45
分
）

を
基
本
と
し
、
日
に
よ
っ
て
勤
務
時
間
を
短
く

し
た
り
、
長
く
し
た
り
調
整
（
時
間
の
割
振
り
）

し
て
勤
務
す
る
制
度
で
す
。

例
え
ば
、
朝
・
夕
に
子
育
て
や
介
護
の
た
め

の
時
間
が
必
要
な
場
合
、
所
用
の
た
め
時
間
が

必
要
な
場
合
な
ど
、
目
的
に
応
じ
て
あ
る
日
、

あ
る
曜
日
の
勤
務
時
間
を
調
整
し
勤
務
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
や
業
務
に
関
わ
る
事
業
者
の
皆

様
に
は
、
で
き
る
だ
け
ご
迷
惑
が
か
か
ら
な
い

よ
う
、
業
務
内
容
や
職
員
間
の
連
絡
体
制
を
確

認
し
、
制
度
の
試
行
運
用
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
承
知
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
総
務
課　

総
務
係　

☎
33

－

3
1
1
１

問総務課　総務係　電話：33-3111

令和７年４月に役場組織を一部見直します
「町の経済振興につなげるための体制強化（産業振興課の再編）」

産業振興課を２課に分割し、町の経済振興につなげるための部署として「経済振興課」を、
旧農林部門を担当する部署として「農林振興課」をそれぞれ設置します。

近年、Uターン者による町内での起業、移住者による空き店舗を活用した開業等が盛んに行われるよ
うになり、行政の支援体制や施策の整備が求められています。今後ますますニーズが高まると考えられ
る起業支援、テレワークなど町内を拠点とした新たな働き方の実現や生業の創出につながる支援、中小
企業支援の継続に的確に対応していくために、経済振興部門を産業振興課から独立させ強化を図るとと
もに、関連業務の一部移管も行いながら体制を一本化します。
 なお、観光分野については、令和６年４月に本格稼働した（一財）山ノ内まちづくり観光局へ施策や
事業の実質的な移管を進めながら、町行政との連携を保ちつつ観光関連事業に取り組んでいきます。

≪現行≫

産業振興課

≪令和７年４月から≫

経済振興課①経済振興係

③ユネスコエコ
　パーク推進室

農林振興課

※②～③の業務は
　変更なし

※①～③の業務は
　変更なし

〇主な業務
観光、商工業、観光局に関すること
起業支援、雇用・労政に関すること
農業等との連携に関すること　　他

②国立公園係

③ブランド農業推進室

③ユネスコエコ
　パーク推進室

⑥ブランド農業推進室

⑤農業振興係

④耕地林務係

①観光商工係

②国立公園係

①耕地林務係

②農業振興係

3 令和７年1月 広報



私の将来の夢は、看護師になることです。年中ぐらいから、苦しんでい
る人を助ける看護師の人がとってもかっこよく見えて、私もあんな風に
苦しんでいる人を助けたいなと思うようになりました。なので私は、学校
でもそうだし、学校以外でも「困っている人がいたら助けよう」というこ
とを心がけています。例えば、授業中に物を落とした人がいればひろうし、
転んでケガをした人がいれば「大丈夫？」と声をかけて保健室へ連れて
行くなど、その人の力になるためにできる限りのことをするようにしてい
ます。このような行動も大事にしつつ、勉強もがんばりながら夢を実現さ
せたいです。

西小　５年　腰
こ し だ

田 璃
り い さ

唯彩さん

私の将来の夢は、機械を作ることです。機械の中でもスマートフォン
やパソコンなどのメディア機器を作りたいと思っています。私は、物を組
み立てることが好きで昔から趣味でした。これは自分の価値観ですが、
組み立てる部品が小さいほど難しくなると同時に、出来上がったときの
達成感も大きいと感じます。スマートフォンやパソコンは精密機械であ
るため、細かい部品を合わせなければできません。まだそこまで部品の
細かい機械は作ったことはありませんが、スマートフォンやパソコンが
完成したときの達成感はとても大きいと予想されます。夢の実現に向け
てこれからも努力を続けたいです。

西小　５年　塚
つ か だ

田 梨
り の

乃さん

ぼくの将来の夢は、料理人になることです。人は、食べる物がないと生
きてはいけません。料理をして食べてもらうというのは、人を生かすこと
と同じだと思います。そう思うと料理人は、「すごいなぁ」と思うし、あこが
れます。
料理は、ただお腹をいっぱいにするだけでなく、食べた人を幸せにす

る力があると思います。だからぼくは、高級料理ではなく、普通の人が気
軽に食べられる食堂の料理人になりたいです。そして、みんなが好き嫌
いをせずに、楽しく食べられるような料理をたくさん作って、みんなを元
気に、笑顔にしたいです。

南小　５年　湯
ゆ も と

本 英
ひ で と し

寿さん

私の将来の夢はイラストレーターになることです。落ち込んだ時、ある
イラストを見て元気をもらい、「私も誰かを元気にさせられるような絵が
描けるようになりたい！」と思うようになりました。私は、大好きな絵を描
くことで、悲しいことや辛いことを忘れることができます。いつか、自分の
描く絵が、少しでも他の誰かの希望や支えになれたらうれしいなと思い
ます。
そのために、色々なイラストを見たり描いたりして勉強していま
す。色々なジャンルのイラストを描けるようになって、誰かの心に温かい
『色』を届けられるようなイラストレーターになりたいです。 南小　６年　大

お お や ま

山 結
ゆ に

音さん
4令和７年1月 広報



僕の将来の夢は、自分の会社を立ち上げ、社会に貢献できる環
境に優しい製品を作ることです。今、地球の環境問題が深刻化して
おり、持続可能な社会を作るために一人ひとりができることを考え
るべき時だと思います。僕は、エコロジーに配慮した製品やサービ
スを提供することで、生活の質を向上させながら、環境を守る手助
けをしたいと考えています。具体的には、リサイクル素材を使った
商品や、省エネルギー技術を取り入れた製品を開発したいです。こ
の会社が社会に良い影響を与え、次世代に誇れる企業として成長
していくことが、僕の最大の目標です。

僕は、ブルーインパルス（第11飛行隊）のパイロットになりたい
です。1歳の頃からブルーインパルスのパイロットに憧れていまし
た。実際に羽田空港や松本空港に行ったりしてたくさん飛行機を見
てきました。また、米軍基地や自衛隊の基地も見てみたいと親にお
願いして連れて行ってもらいました。
僕はただパイロットになるだけでなく、世界一のパイロットにな

りたいです。どんなパイロットかというと、操縦技術が高く、世界中
に歓迎されるようなパイロットです。
パイロットになるためには勉強が必要です。僕は、特に算数や英
語を頑張っていきたいです 。上手くいかないかもしれないけれど、
この努力が未来につながると思います。

東小　６年　佐
さ と う

藤 大
だ い ご

悟さん

僕は、ブルーインパルス（第11飛行隊）のパイロットになりたい

東小　５年　養
よ う だ

田 乃
だ い ご

護さん
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問生涯学習課　文化創造推進係　☎ 38-0373☎ 38-0373

　令和６年も残すところ半月となった 12月15日、
町文化センターでお正月飾りを手作りしました。
　色紙に鶴やだるまなどの折り紙、お正月の小物や
縁起物のシールなどを貼って、お気に入りの作品に
仕上げました。
　家族の人数分のだるまの折り紙を大きさや模様を
変えて作ったり、色紙からはみ出すほどたくさんのだ
るまの折り紙を作ったりする人もいました。完成する
とお互いの作品を見比べて会話もいちだんとはずん
でいました。
　お気に入りのお正月飾りを飾って、きっと良い新
年が迎えられたことでしょう。

～お正月飾りを作ろう～

　最近の住宅を取り巻く事情のトピックとしては、住宅建築価格の上昇が挙げられ、材木や住宅設備などの資
材の高騰、人件費の高騰や人材確保の難しさ、為替レートの円安の影響などが主な要因と言われています。
　実際に住宅建築の平米単価はコロナ前の 150 ～ 200％となっており、そのような状況で収入の増加が伴わな
ければ、マイホームを取得するために取れる手段は①面積を狭くする、②土地の購入価格を抑える、③新築で
はなく中古住宅を購入する、といった対策を取らなければいけませんが、山ノ内町は土地の価格が比較的低く、
広い空き家も多くありますので、これらのマイホーム課題を解決できる状況は整っています。

　空き家や空き地は持ち主自身や子や孫などの家族が帰ってきて使うというのが理想ですが、その予定がない
場合は町に定住したい若い人や町に移住したいと考えている移住者にタイミングよく引き継いで使ってもらえる
ことで町の活性化にもつながります。

　また家や土地の管理にかかる費用（除草や除雪など）も嵩んで見過ごせませんし、屋根の雪下ろしは高齢化
や人手不足で請け負ってくれる業者が減っており年々ハードルが高くなっていますので、それだけでも手放す動
機になりそうです。屋根がつぶれてからでは手放したくても為すすべはほとんどありません。

　空き家をお持ちの方、近所の空き家の持ち主をご存じの方、ぜひ空き家・空き地バンクに相談だけでもして
みませんか？ 問未来創造課　移住国際交流係　☎33-3113
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今年もウインタースポーツのシーズンとなり、多くの方がスキーなどを楽しまれていることと思います。
皆さまが、冬のレジャーを安全に楽しみ、素晴らしい思い出を作れるようウインタースポーツ時の
安全対策についてお願いします。

■下記表は町内のスキー場でケガをされた方を救急車で病院へ搬送した件数で、
　救急件数は増加傾向にあります。

年 救急件数 重症以上（死亡者含む）の件数

2023 年 169 件 19 件

2022 年 110 件 18 件

2021 年 99 件 10 件

ヘルメットを着用して、ウインタースポーツを楽しみましょう
～救急隊からヘルメット着用のお願い～

　搬送される方の中には、スキーなどで滑走中に転倒し頭を
強く打ち、重傷となるケースが見受けられます。ヘルメットを
着用していれば重傷化を防げた可能性が高い方もいました。
　ヘルメットは頭部を保護するだけでなく、オシャレを目的と
して着用する方も多くなり、様々なヘルメットが販売されてい
ます。
　着用することは義務ではありませんが、安全にウィンタース
ポーツを楽しむためにスキー、スノーボード中のヘルメット
着用の検討をお願いします。

■下記表は町内のスキー場でケガをされた方を救急車で病院へ搬送した件数で、

ヘルメットが自分や
家族の大切な命と
未来を守る！

問山ノ内消防署（消防課）　☎ 33-3119

ヘルメットを着用して、ウインタースポーツを楽しみましょう
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問子育て支援センターゆめっこ　☎33☎33--47784778

Vol .158Vol .158 2 月の予定

12月 3日のクリスマス会には大勢の親子の皆
さんに参加していただき、賑やかに行うこと
ができました。子どもたちはサンタさんとト
ナカイの登場にびっくりしながらもニコニコ
笑顔でプレゼントをもらって嬉しそうでした。

ゆゆめめっっここ通信通信　ゆゆめっこ通信　

〇３月の予定
４日（火） おもちゃの修理屋さん
６日（木）
７日（金）

12日（水）

ぴよっこクラブ保健・栄養相談

大きくなったねの会

たんじょう会

日　時 内　容

13日（木）
受付9：45～

ぴよっこクラブ 保健・栄養相談
保健師・栄養士による身体測定・育児相談があります。
持ち物：母子手帳・タオル・飲み物・こどもノートなど
★9日（日）までに予約をお願いします。

21日（金）
集合10：15
開始10：30

AIさんの親子ダンス
持ち物：飲み物、タオル等
★18日（火）までに予約をお願いします。

25日（火）
集合10：15
開始10：30

ワークショップ
季節の制作を楽しみませんか！
★21日（金）までに予約をお願いします。

28日（金）
集合10：15
開始10：30

2月生まれのたんじょう会
★誕生者は25日（火）までに予約をお願いします。

★マークのイベントはQRコードから
予約をお願いします。

11
月
26
日
、
よ
ま
せ
保
育
園
で
は
恒
例
の
も
ち
つ
き
体
験
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
元
気
な
掛
け
声
で
つ
い
た
餅
は
、
小
さ
く
分
け
て
乾
燥

さ
せ
た
後
、
「
あ
ら
れ
」
と
し
て
食
べ
ま
す
。
食
べ
ら
れ
る
日
が
待

ち
遠
し
い
で
す
ね
。
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フランス 
サン・ジェルヴェ・レ・バン市と
友好交流協定を締結しました

山ノ内町は、中国北京市密雲区、アメリカ合衆国
コロラド州ベイル町に続いて、３都市目となるフラ
ンス サン・ジェルヴェ・レ・バン市と国際交流協定
を結びました。
今後は歴史あるスキーリゾートと温泉地という「共
通の魅力」を持つ自治体同士で、未来志向の協力関
係を築いていきます。特に次世代を担う子どもたち
の交流は、国際的な視野を持った人材が育まれるこ
とで、両自治体にとって貴重な財産となり、それぞ
れの地域の活性化につながる重要なものと考えてい
ます。まずは子どもたちの交流からしっかりと取り
組んでいきます。

サン・ジェルヴェ・レ・バン市の紹介
サン・ジェルヴェ・レ・バン市は、フランス南東
部のオーヴェルニュ・ローヌ・アルプ州にある自治
体です。ヨーロッパアルプスの最高峰であるモンブ
ランを有し、豊かな自然に恵まれ、歴史のあるスキー
リゾートと温泉地であり、魅力を活かした観光振興
に取り組んでいます。

サン・ジェルベ・レ・バン 山ノ内町

5,719 人（2023 年） 人口 11,420 人（2023 年）

63.63㎢ 面積 265.9㎢

571 ～ 4,810m 標高 424 ～ 2,341m

最高 17.8℃ /最低－ 11.6℃

平均 3.3℃
気温

最高35.3℃/最低－8.8℃

平均 11.8℃

▲美しい街並み

▼フランスの鉄道としては、
　　最も高い標高（2,372m）
　まで到達する登山鉄道

協定締結までの経緯
令和６年４月、山ノ内町訪問団が現地を訪れ、温
泉や観光施設、最新の交通インフラ、文化遺産など
を視察。地域の人々と自然という財産を守りながら、
責任ある観光を推進するという価値観を共有しまし
た。
この訪問を通じて、観光、教育、文化、スポーツ
など幅広い分野での協力を進めていくことを双方が
合意し、今回のサン・ジェルヴェ・レ・バン市のジャ
ンマルク・ペイエックス市長の訪町に合わせ、山ノ
内町にて友好交流協定を結ぶはこびとなりました。

友好交流協定締結式
去る１月８日、山ノ内町文化センターにて友好交
流協定締結式及び歓迎レセプションが執り行われ、
多くの関係者が見守る中、平澤町長とジャンマルク・
ペイエックス市長が協定書にサインしました。

▲協定締結の様子
問未来創造課　移住国際交流係　☎33-3113☎33-3113
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問健康福祉課　健康づくり支援係　☎33-3116

冬は
特に注意

ノロウイルスによる食中毒
ノロウイルスによる感染性胃腸炎食中毒は１年を通して発生していますが、特に冬季に流行しま

す。潜伏期間（感染から発症までの時間）は２４～４８時間で、主な症状は吐き気、おう吐、下痢、
発熱です。軽い風邪のような症状のこともあります。

①　食品は十分に加熱調理して食べるようにしましょう
　　ノロウイルスは８５℃で１分以上加熱することによって感染力が失われます。
②　調理器具は常に清潔に保ちましょう
　　まな板や包丁などは洗剤でよく洗った後、塩素液（濃度２００ｐｐｍ）に浸して消毒し、その後水　
　　洗いするようにしましょう。
③　感染者が使用したものや触れたものは消毒しましょう
　　食器、下着、トイレのレバー・ふた、ドアノブなども塩素液（濃度２００ｐｐｍ）で消毒し、金属　
　　部分は１０分後に水拭きしましょう。

■ノロウイルス感染を予防しましょう

市販の漂白剤（次亜塩素酸ナトリウム）を水で薄めることで、家庭用消毒液を作ることができます。
素手で直接扱わないなど、注意事項をよく読んで使用しましょう。

消毒液の濃度 製品の濃度 液の量 水の量 用　途

200ppm

濃度の塩素消毒液

12％ 5mL 3L
調理器具、ドアノブ、床、

トイレの便座などの消毒
6％ 10mL 3L
1％ 60mL 3L

■家庭用消毒液の作り方

広報やまのうちに広告を掲載しませんか広報やまのうちに広告を掲載しませんか

有料広告募集中！有料広告募集中！
申込方法、料金等については申込方法、料金等については
町ホームページをご覧いただくか、町ホームページをご覧いただくか、
お問い合わせください。お問い合わせください。

問総務課総務係　☎ 33-3111
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者
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す
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町
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皆
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ち
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〜
サ
ー
ド
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ル
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ
に
つ
い
て
〜

異
文
化
ゾ
ー
ン

　今年度をもって地域おこし協力隊を卒隊します。
　ですので、この記事が最後のコラムとなります。新
型コロナによる延長もあったので 3年 10カ月間地域お
こし協力隊員として活動させて頂きました。振り返ると
あっという間でしたがとても濃い経験をしたなと感じま
す。
　着任前は山ノ内町の名前すら知らず、縁もゆかりも
なく尚且つ婚活事業という経験したことない領域にチャ
レンジすることに不安以前に全てのことが分からなかっ
たので、逆にゼロからのスタートはネガティブな気持
ちにならなかったことを覚えています。ただそのゼロか
らここまでやってこれたのは、職場の方々、地域の方々
に支えてもらって、一緒に走っていただけたおかげで
す。移住をする前は人との繋がりをあまり考えずに生活
していましたが、ここではその繋がりの大切さやありが
たさに触れ、移住をしてその大事さを学ばせていただ
きました。　　
　町の健康福祉課、社会福祉協議会の中で活動を通し
て、「人と人を繋ぐこと、その繋ぐことにどれだけより添
えてサポート出来るか」を教えてもらいました。この言

葉は婚活事業を行っていく上でも自身の活動において
も大切な言葉になりました。
　この町に移住をして、婚活事業ができて本当に良か
ったと思っています。地域おこし協力隊としての活動は
終わりになりますが先ほどの言葉を大切にし、この町
で引き続き婚活事業もやりながらステップアップ出来る
ように頑張りたいと思います。今までありがとうござい
ました！

▶イベント参加者募集中！

詳しくはQRを確認ください

▲婚活イベント「ゲレンデで恋するやまのうち」の様子

国際交流員

　アヨの

▲湯田中駅ステーションクリーン
　プロジェクトに参加しました。
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問北信運転免許センター　☎☎026-292-2345
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魅力あふれる
わが町ブランド農業

　山ノ内町は高品質な農産物が育つ優良な産地であり、農家の巧
みな栽培技術により育てられた農産物は、市場でも高い評価を受
けています。やまのうちブランドを広く県外の方に知っていただ
くために毎年行っている活動の一部をご紹介します。

ブランド農業活動報告
●玉村町産業祭（群馬県）11/17

　友好交流都市である玉村町のイベントです。毎年出展していることも
あって今年も販売開始前から長蛇の列ができ、多くの方が楽しみにして
くださっていたのだと感じました。

≪参加された生産者より≫
〇サンふじを求める声が多かったのでもう少し持って行ってもよかった
　と思いました。　

魅力あふれる
わが町ブランド農業

●愛川町ふるさとまつり（神奈川県）10/20
　愛川町ふるさとまつりへは令和元年の観光キャラバンをきっかけに出
展しています。今年はシャインマスカットをメインに販売し、お客様に
食べ比べを楽しんでいただけるように多品種を販売しました。

≪参加された生産者より≫
〇黒・赤・青系のぶどうや珍しい品種のぶどうが人気で毎年購入してく
　れる人が増えたので、品質を保つのが大事だと思いました。
≪購入者からの感想など≫
〇初めてクイーンルージュを食べてみて大粒で甘いのでびっくり！
　来年も楽しみにしています。（神奈川県　70代女性）

●とやまグルメ・フードフェス2024（富山県）10/26～27
　平成30年から参加しているイベントで、今年はりんご３兄弟（秋映、
シナノスイート、シナノゴールド）と巨峰、シャインマスカット等を販
売し、北陸地方のお客様へ山ノ内町の農産物をPRしました。

≪参加された生産者より≫
〇物価高騰もあり今年は特に財布の紐が固い印象を受けました。
≪購入者からの感想など≫
〇本当に新鮮なフルーツで美味しい！山ノ内町をあまり知らないが他に
　も美味しいものがありそうで訪れてみたい。（富山県　50代女性）

●令和６年度県内各種コンクール入賞者（敬称略）

第57回うまいものくだものコンクール
りんご「シナノスイート」

農林水産大臣賞　古
ふる は た

幡豊
とよ か ず

和（佐野）

長野県知事賞　鈴
すず き し ゅ ん す け

木駿介（佐野）

長野県園芸作物生産振興協議会長賞　小
こば や し ひ で あ き

林英晃（佐野）

長野県園芸特産振興展推進協議会長賞　小
こみ な と た か の り

湊崇法（佐野）

全国農業協同組合連合会長野県本部長賞　山
や ま と け い た

戸敬太（戸狩）

令和６年度長野協同組合　きのこ品評会
品目「えのきたけ」
全農長野北信事業所長賞　坂

さか ぐ ち け ん い ち

口建一（横倉）
長野県農村工業研究所理事長賞　秋

あ き や ま ひ で き

山秀樹（佐野）
生産部会連絡協議会きのこ班長賞　小

お の ざ わ じ ゅ ん い ち

野沢潤一（本郷）

第57回うまいくだものコンクール
ぶどう「ナガノパープル」
一般財団法人長野県果樹研究会長賞　奥

おく で し ゅ ん い ち

出俊一（宇木）

問産業振興課　農業振興係　☎33-1107☎33-1107

この他、所沢市、名古屋市、熊谷市、新潟市へ町の美味しい農産物をPRしました。今後も引き続き取り組んでいきます。
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ふるさと寄附金「“オラ”のふるさと応援貨」
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了承を得た方のみ掲載しています。大切に使わせていただきます。ありがとうございました。
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ふるさと寄附金 「“オラ”のふるさと応援貨」
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和
民

奥
堀　

孝
子

大
野　

剛
宏

坂
本　

和
也

島
津　

春
菜

原　

菜
摘

北
野　

裕
介

影
山　

該

Lem
aitre

Julien

平
松　

格

中
津
川　

英
治

内
田　

成
美

小
畑　

尭
嗣

大
塚　

満
里
奈

市
川　

和
樹

中
村　

大
輔

近
藤　

純
平

高
橋　

昂
平

安
藤　

浩
一

榊
原　

令
子

G
o
rd
e
e
v

G
ennady

田
邉　

か
り
ん

岡
本　

渉

岩
田　

啓
輔

萩
原　

裕
晃

森
田　

友
樹

後
藤　

岳
史

橘　

敬
祐

坂
東　

智
宏

丸
山　

菜
穂
子

　ガラスびんは、無色のびん、茶色のびん、その他の色のびんと3種類に
分別していただいていますが「びん」で出せないものが混じっていることが
あります。
　陶磁器、乳白色ガラス、耐熱ガラス製品やガラス食器は「ガラスびん」
とは成分が違います。そのためガラスびん以外のものが混入すると、リサイ
クルされてできる新しいガラスびんの強度や品質に大きな影響が出てしまい
ます。
　陶磁器、乳白色ガラス、耐熱ガラス製品やガラス食器は埋立ごみで捨て
ていただくようお願いします。

▲「びん」の形をした陶磁器や
　乳白色ガラスのボトル 問住民税務課　住民環境係　☎33-3118

「びん」の正しい出し方

②きれいに洗う

③ガラスびん以外のものを混ぜない

④色別に出す

①キャップ、栓、プラスチックラベルをとる
　（紙ラベルは取らずにそのまま出せます）

CheckCheck

◆ガラスびんと間違いやすいもの◆

「びん」の出し方のお願い

16令和７年１月 広報



申
告
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

町
・
県
民
税

町
・
県
民
税

令
和
６
年
中
の
所
得
に
つ
い
て
、
３
月
17
日
ま
で
に

町
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

        （
令
和
6
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
収
入
が
対
象
）

　

信
濃
中
野
税
務
署
で
は
、
所
得
税
・
個
人
消
費
税
・
贈
与
税

の
確
定
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

【
会
場
】
信
濃
中
野
税
務
署　

２
階
会
議
室

【
期
間
】
2
月
17
日（
月
）
〜
３
月
17
日（
月
）

　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

【
時
間
】
受
付　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時

　
　

  　

相
談　

午
前
9
時
〜

※
確
定
申
告
会
場
の
入
場
に
は
、「
入
場
整
理
券
」

が
必
要
で
す
。

【
入
場
整
理
券
の
配
布
方
法
】

　

①
会
場
で
当
日
配
布

　

②
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
に
よ
る
事
前
発
行（
国
税
庁

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
友
達
追
加
）

※
確
定
申
告
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
確
定
申
告
特
集
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
確
定
申
告
は
、
e
-T
a
x
・
ス
マ
ホ
申
告
が
便
利
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
自
宅
か
ら
e
-T
a
x
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
信
濃
中
野
税
務
署

☎
22
-3
1
5
1
（
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
）

「
令
和
7
年
度
町
・
県
民
税
申
告
書
」
を
1
月
中
旬
に
全
戸

配
布
し
ま
し
た
。
町
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方
は
、「
申

告
の
手
引
き
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
記
入
の
う
え
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
申
告
書
が
足
り
な
い
場
合
は
、
コ
ピ
ー
し

て
使
用
い
た
だ
く
か
、
町
住
民
税
務
課
か

ら
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
申
告
に
必
要
な
も
の

●
申
告
書
・マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）確
認
書
類
・
本
人
確

認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

●
所
得
が
明
ら
か
に
で
き
る
も
の（
給
与
や
公
的
年
金
の
源
泉

徴
収
票
、報
酬
な
ど
の
支
払
調
書
な
ど
）

●
収
入
や
必
要
経
費
を
記
入
し
た
収
支
内
訳
書（
営
業
・
農

業
・
不
動
産
所
得
が
あ
る
場
合
）

●
社
会
保
険
料
な
ど
の
支
払
額
が
分
か
る
も
の（
国
民
年
金

保
険
料
、生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
な
ど
）

●
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、障
害
の
程
度
が
確
認
で
き

る
も
の（
障
害
者
手
帳
な
ど
）

●
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、医
療
費
控
除
の
明
細
書
ま

た
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明
細
書

●
申
告
者
の
金
融
機
関
口
座
が
分
か
る
も
の（
確
定
申
告
で

所
得
税
が
還
付
と
な
る
場
合
）

●
利
用
者
識
別
番
号
の
分
か
る
も
の（
確
定
申
告
の
場
合
の
み
）

　
郵
送
で
も
提
出
で
き
ま
す

混
雑
を
避
け
る
た
め
、
郵
送
で
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

「
町
・
県
民
税
申
告
書
」
に「
各
種
証
明
書
」
な
ど
を
添
付

し
て
、
３
月
17
日
ま
で
に
町
住
民
税
務
課
あ
て
に
お
送
り
く

だ
さ
い
。

◎
ご
注
意
事
い
た
だ
き
た
い
事
項

　
『
収
入
が
な
い
場
合
で
も
申
告
は
必
要
で
す
』

　

申
告
内
容
は
、
個
人
住
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介

護
保
険
料
な
ど
の
算
定
や
各
種
福
祉
手
当
を
受
け
る
際
の

基
礎
資
料
に
も
な
り
ま
す
。
収
入
が
な
く
、
町
内
親
族
の

税
金
上
の
扶
養
で
な
か
っ
た
方
は
、「
所
得
な
し
」
の
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

『
医
療
費
控
除
を
受
け
る
と
き
』

　

領
収
書
の
添
付
ま
た
は
提
示
で
は
控
除
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
必
ず「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
を
作
成
の
う

え
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
の
相
談
は
信
濃
中
野
税
務
署
へ

国税庁LINE公式アカウント】☞
※ 入場整理券の取得はこちらから！申告
書作成や、チャットボットなど便利な
機能が盛りだくさん！！

▲町HPはこちら

〈次ページに続きます〉
17 令和７年1月 広報



あなたは申告が必要ですか？あなたは申告が必要ですか？
フローチャートで確認できます

このフローチャートは一般的な内容になります。ご不明な点はお問い合わせください。

令和７年１月１日現在、山ノ内町に住んでいた令和７年１月１日現在、山ノ内町に住んでいた

令和６年中の主な収入

給与収入

非課税収入のみ
※遺族年金・

障害年金・失業給付など
または収入なし

営業収入
農業収入

不動産収入など

山ノ内町へ申告する必要はありません

住んでいた市町村に申告が必要となります

4
3

4

1

1

3

年金収入
※遺族年金、障害年金を除く

年金収入のみ
その額が148万円（65歳未満は98万円）以下

1か所からの収入のみで、年末調整の内容に変更がない

給与収入以外の所得が20万円以下

所得金額（収入－経費）より控除額が多い

所得金額（収入－経費）より控除額が少ない

山ノ内町内の親族の税金上の扶養である

誰の扶養にもなっていない
または山ノ内町外在住の親族の税金上の扶養である

次のいずれかに該当する場合
・2か所以上から給与の支払いを受け、
　年末調整が済んでいない
・年末調整の内容に変更がある
・医療費、寄附金、住宅借入金等の控除を受ける
・給与収入が2,000万円を超える
・給与収入以外に20万円を超える所得がある

年金収入以外に20万円を超える所得がある
年金収入の額が400万円を超える

年金収入のみ
その額が148万円（65歳未満は98万円）を超える

年金収入が400万円以下
それ以外の所得が20万円以下である

はい

スタートスタート いいえ

1
3

4

2

所得税の確定申告が必要です　➡　信濃中野税務署へ
※14ページ下段の確定申告欄をご覧ください

申告の必要はありません

町・県民税の申告が必要です　※14ページの上段～中段をご覧ください
※所得税の還付を受ける場合は、確定申告が必要です1
町・県民税の申告（収入なしについて）が必要です
※14ページの上段～中段をご覧ください2

3
4

申
告
の
区
分

18令和７年1月 広報



問住民税務課 課税係　☎33-3118住民税務課 課税係　☎33-3118

町
の
申
告
相
談

申
告
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す

相談カレンダー

※2/25～28は税理士の方が会場にて相談をお受けします。（各時間1枠のみ）
　申告書の作成は、国税庁のHPからご自分で作成をしていただきますが、専門家に相談したい！これは
　どうしたらいい？など、税に関するご相談がある方はこの機会にぜひご利用ください。
※�青色申告、建物・土地・株式の譲渡所得、住宅借入金等特別控除の初年度など、複雑な確定申告は町の
申告相談では対応できません。
※予約は定員になり次第締め切りとなります。確定申告の場合は、なるべく税務署へご相談ください。

感染症対策を行って下記のとおり開催します。ご理解とご協力をお願いします。
会場　：�役場１階　１０１会議室
期間　：�2 月 12 日（水） ～  3 月 17 日（月） ※土・日・祝日を除く
時間　：� 午前 9 時～正午、午後 1 時～午後 4 時 30 分　※１人原則 30 分以内です。
※農業・営業・不動産所得がある方は、事前に収支内訳書の集計をしてきてください。
※「医療費控除」のある方は、医療費の明細書を作成してきてください。

どちらかの方法でご予約下さい　※役場の窓口では予約できません！

●利用者識別番号（e-Tax：電子申告の ID）が必要です！
申告される皆様の利便性向上の観点から、町相談で作成する確定申告書は電子申告として扱います。

税務署から送付される以下のいずれかの書類をお持ちの方は当日ご持参ください。

　①�利用者識別番号を取得した際に交付された「利用者識別番号等の通知」

　②�事前に税務署から送付されたはがきなどで「利用者識別番号が分かる書類」

利用者識別番号（個人番号とは異なります）が未取得の方は、事前に取得してきてください。
【e-Tax ポータルサイト専用ページ：https://www.e-tax.nta.go.jp/start/index.htm】

●感染症対策のためのお願い
①予約時間の５分前にお越しください。控室はありません。

②できる限り、少人数（世帯の代表者１名）でお越しください。

③体調がすぐれない場合は、無理をせずに、予約日を変更してご相談ください。

電話（予約専用ダイヤル）

　電話　０２６９－３８－０６０６

平日の午前9時～正午、午後1時～午後4時まで
※�予約以外のお問い合わせはご遠慮ください。
希望する日の、前日午後４時まで、予約・変
更が可能です。（前日が土日祝日の時は、そ
の前の平日まで）

インターネット（パソコン・スマホ）

QRコードの専用サイトで24
時間ご予約できます。希望す
る日の前日まで予約・変更
が可能です。

≪申告相談の予約方法≫　　　　　　　　　　　　　受付　2月 5日（水）～ 3月 14日（金）まで

月月 火火 水水 木木 金金

2/12★2/12★ 13★13★ 14★14★

1717 1818 1919 2020 2121

25※25※ 26※26※ 27※27※ 28※28※

3/33/3 44 55 66 77

1010 1111 1212 1313 1414

17最終日17最終日

★特別開設期間（2月12日～ 2月 14日）

町・県民税申告または所得税の
還付申告のみ、相談することが可能です。

山ノ内町�申告相談 検索
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氏　名 地　区

山
やまもと

本 雄
ゆうだい

大

田
たな か

中 千
ちひ ろ

尋

湯河原二

湯河原二

婚姻

あ
た
ま
の
体
操

ひ
と
つ
だ
け
違
う
文
字
は
ど
れ
？

令和６年12月１日から12月31日までに町に掲載希望の届け出があったものです。
（届け出による記載、敬称略）

※
詳
し
く
は
蟻
川
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
新

刊
案
内
」「
利
用
の
手
続
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
蟻
川
図
書
館　

☎
33-

１
１
８
４

『
モ
モ
絵
本
版
』
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ
文
　

シ
モ
ー
ナ
・
チ
ェ
ッ
カ
レ
ッ
リ
絵
　
松
永
美
穂
訳
　
光
文
社

町
の
は
ず
れ
、
こ
わ
れ
か
け
た
野
外
劇
場
に
住
ん
で
い
る
と

い
う
女
の
子
。
最
初
は
あ
や
し
い
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
が
モ
モ
に
会
い
に･･･

。

（
対
象
年
齢
　
小
学
校
高
学
年
か
ら
）

『
ま
ね
っ
こ
だ
い
す
き
ぞ
う

ぞ
う
ぞ
う
』

　
も
も
ろ
作
　
偕
成
社

　
ぞ
う
の
き
ょ
う
だ
い
と

い
っ
し
ょ
に
、
身
近
で
み

つ
け
た
も
の
の
ま
ね
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
！
オ
ノ
マ

ト
ペ
も
楽
し
め
る
赤
ち
ゃ

ん
絵
本
で
す
。

（
対
象
　
赤
ち
ゃ
ん
）

『
華
の
蔦
重
』
吉
川
永
青
著
　
集
英
社

　
豪
華
絢
爛
の
吉
原
が
業
火
の
海
に
包
ま
れ
た
明
和
九
年
。

多
く
の
人
び
と
が
落
胆
す
る
中
で
、
江
戸
を
再
び
元
気
に
し
よ
う

と
心
に
決
め
た
男
が
い
た
。
蔦
屋
重
三
郎(

通
称
蔦
重)

。
貸
本
屋

で
は
飽
き
足
ら
ず
、
地
本
問
屋
の
株
を
買
っ
て
自
ら
版
元
と
し
て

様
々
な
勝
負
に
打
っ
て
出
る･･･

。

『
最
高
の
介
護
　
介
護
の
お
医
者
さ
ん
が
教
え
る
満
点
介
護
！
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
口
真
子
著
　
講
談
社

　
施
設
内
部
の
実
情
、
今
後
の
介
護
医
療
に
つ
い
て
や
ベ
ス
ト
な

介
護
施
設
選
び･･･

等
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

氏　名 保護者 地　区

山
やまもと

本 継
けいし

志
浩明

姫生
上条

出生
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氏　名 享　年 地　区

山
やまもと

本 合
あ い こ

子 89 湯田中

堀
ほりごめ

米　かづ子
こ

76 横倉

下
しもだ

田 義
よしお

雄 79 星川

久
くの

野 保
たもつ

98 湯ノ原

櫻
さくらい
井 仁

にすけ
助 80 穂波温泉

月
つきおか

岡 利
りはち

八 93 宇木

湯
ゆもと

本 三
さぶろう

良 91 上条

望
もちづき
月 今

け さ お
朝雄 92 湯河原

富
とみおか

岡　ノブ 91 丸山



	 		 	

問健康福祉課健康づくり支援係　☎ 33-3116  

	 		 	 心配ごと相談

2月14日(金)　9:00 ～ 12:00
土地、財産、行政への要望など、どのようなこと

でもお気軽にご相談ください。相談無料、秘

密は固く守られます。なお、相談を希望され

る方は、事前予約をお願いします。

件　数    3件        (14)
死　者    0人          (0)
傷　者    5人        (21)
※累計は変動します

火　災      0件     （0）
救　急   　97件（1123）
救　助      0件   （14）

27,784 円
前年比   0.00％

11,229 人
男       　5,505 人
女     　  5,724 人
前月比   +102 人

5,132 世帯
前月比   +119 世帯

平均気温
0.6℃

（1.7℃）
最高気温

13.6℃
≪ 12/3 14：49 ≫

最低気温
-5.9℃

≪ 12/30　7：44 ≫
降水量 68.0mm

（60.2mm）
平均日照時間

2 時間 00 分
（2 時間 54 分）

人口 1.1 現在
( 住民基本台帳 )

気象　12 月
( ) は過去 5 年間の

平均

国保加入者一人
当たり支払った

医療費  11 月

交通事故 12 月
( )は１月からの累計

119 番情報 12 月
( )は１月からの累計

『広報伝言板』
『ホームページ』も

ご覧ください
町からのお知らせ、イベ
ント・講演会の開催、参加
者等募集などは、月２回

（10日頃と25日頃）発行の
『広報伝言板』をご覧くだ
さい。

問健康福祉課介護支援係　☎33‐8411
場所　地域福祉ｾﾝﾀｰ健康相談室

いろいろな暴力についての相談

夫やパートナーから身体的な暴力、ことば

や態度による暴力等でお悩みの方はご相

談ください。

問生涯学習課　☎38‐0373
	 長野県女性相談センター
	 ☎026‐235‐5710

　凍り豆腐のチーズ
in照り焼き

料理タイトル

作り方

食生活改善推進協議会
考案レシピ

凍り豆腐を使ったお子さんにも喜ばれるメニュー

※当番医師は、変更になる場合があります。

中野保健センター内(信州中野駅前)☎23-2255　
9:00~12:00、13:30~17:00 

●中高医師会 休日診療所

2/2（日） 飯田医師 2/9（日） 須藤医師
2/11（祝） 渡辺医師 2/16（日） 市川医師
2/23（祝） 南谷医師 2/24（替） 丸谷医師

凍り豆腐を戻す際には、たっぷりの　
お湯で戻すのがポイントです。

①	凍り豆腐はぬるま湯につけて戻し、ぎゅっと絞って水気をきり、たて半分に切る。
②	スライスチーズ（溶けないタイプ）を2枚重ね、8等分に切っておく。青じそも半分に切っておく。
③	凍り豆腐を切り離さないよう、包丁で切れ目を入れ、青じそとチーズをはさむ。
④	③を豚肉で巻いて、茶こしを使って全体に薄く小麦粉をまぶす。
⑤	フライパンに油をひき、肉の巻き目を下にして重ならないように並べふたをして中火で両面こんがり
焼く。

⑥	まんべんなく焼き色がついたら★を鍋肌からまわしかけ、２～３度返しながら煮汁がなくなるまで煮
詰める。

⑦	切り口を見せるように半分に切り、お皿に盛り付け、みじん切りのねぎをパラっとかける。

　　表示分量(1人分)　
・エネルギー　221kcal	
・たんぱく質　18.9ｇ
・脂質　　　　	11.6ｇ			
・食塩相当量　	1.1ｇ

＜材料＞（４人分）

　凍り豆腐　　4枚　　　	スライスチーズ　2枚
　青じそ　		　	4 枚　		　			豚もも肉　									8 枚
　小麦粉						　適量　　　	サラダ油			　小さじ１
　葉ねぎ　			　少量　　　	★だし汁　1/2カップ
　★しょうゆ	　大さじ2						★みりん　大さじ2
　★砂糖　　　大さじ1

21 令和７年1月 広報

●乳幼児健康診査　保健センター
2/4（火）　3歳児　
　　　　　　12：30 ～13：00（受付）

●母子保健相談（要予約）　
母子コーディネーター・栄養士による個別相談です。
事前予約制となります。健康づくり支援係までお
問い合わせください。

毎週月曜日　9:00~12:00　全町民対象

●健康相談　健康づくり支援係窓口 ●もぐもぐ教室　保健センター（要予約）
2/20（木）　9：30 ～ 10：00（受付）
事前予約制です。健康づくり支援係までお問い合わ
せください。

2/14（金）3・4か月児、7・8か月児　
　　　　　　13：00 ～13：15（受付）
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第６次総合計画将来像　未来に羽ばたく　夢と希望のある　健康な郷
ま ち

土

審査員に県や JA、市場関係者などを迎え、りん
ご（サンふじ）の品評会を開催しました。
審査の結果、竹

たけふしまさと

節政人さん（吉沢）が最優秀賞を
受賞されました。

12/11 ブラッシュアップ品評会「サンふじ」の部

12/19

町内３校の５年生は、環境に優しいおいしい米「雪
白舞」づくりに挑戦してきました。栽培した米は
いずれも厳しい基準（食味値85点以上、穀物検査
1等）をクリアしたことから、3校共に「雪白舞」
に認定されました。

町のブランド米「雪白舞」認定式を開催

令和６年度「中学生の『税についての作文』」に
おいて表彰された山ノ内中学校の西

にしやま

山さくらさんが
一日税務署長に就任し、八十二銀行中野支店にて
「キャッシュレス納付」のPRとしてティッシュ配布を
行いました。

12/10 中学生が一日税務署長に就任

12/20

長電バス株式会社は、首都圏からのスキーヤー・
訪日外国人観光客などの利用を見込み、志賀高原
と東京駅を結ぶ高速バス「雪物語」の運行を開始
しました。快適に座れるリクライニングシートを
搭載しており、志賀高原への新たな交通手段とし
て期待されます。

東京駅間直行バス出発式

12/24

JA ながの志賀高原ブロックか
ら、保育園児へりんごがプレゼ
ントされました。一人一人に手
渡していただき、園児たちはり
んごの衣装を着てお礼の歌を披
露しました。いただいた400個
のりんごは各園に配布させてい
ただきました。

かえで保育園
りんごのプレゼント

広報


